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古紙配合率����再生紙を使用しています 

常陸大宮市の人口（１２月１日現在・推計常住者）

総人口４７，２８１人（男２３，０６６人、女２４，２１５人）
世帯数１６，１７７世帯
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なぎなた交流大会
平成19年11月11日～12日
会場地　常陸大宮市

�� �� �� �� ��防火餅つき大会防火餅つき大会
　幼年消防クラブとして、幼児期からの火災予防思想の育成をす

すめている大賀保育所と若草幼稚園では、市消防本部の協力のも

と防火餅つき大会を開催しました。

　表紙は、12月15日に行われた大賀保育所での様子。所庭では、

子どもたちが臼を囲み、消防署員が蒸かしたもち米を力強くつい

てやわらかなお餅になっていく様子を楽しそうに見つめていました。

　子どもたちは、順番に小さな杵を使って最後の仕上げをお手伝

い。お友だちがついているあいだも「よいしょ！よいしょ！」と

大きな掛け声で一生懸命応援し、おいしそうなお餅の完成です。 ��������	
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　最近は、

外でたこを

あげる風景

は見かけら

れなくなり

ました。

　そこで、

子どもたち

に、たこをあげるおもしろさを知ってもらおうと、 

１２月２６日、図書情報館でたこ作り教室が行われました。

　市内から参加した３７人の小学生は、第二中の飛田

隆久先生の指導により、２本骨のビニール製のたこ

づくりに挑戦。子どもたちはカラフルなビニールと

竹ひごを手に真剣な顔で取り組んでいました。

　当日はあいにくの天気でしたが、たこが完成する

時には雨もあがり、子どもたちは、さっそくロゼ

ホール前広場でたこあげを体験。みんな自分のたこ

を高く上げようと一生懸命に走り回っていました。
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　１１月１０日、御前山県立自然公園内を流れる皇都川渓

畔域において、茨城森林管理署主催による「皇都川ク

リーン作戦」が実施されました。

　これは、『「国民の森林」クリーン月間』の一環とし

て行われたもので、市立野口小学校の５～６年生、県

自然公園指導員など合計３８人が参加し、短時間にもか

かわらず、カン、ビン、ペットボトルなどが大量に回

収されました。また、作業終了後には「森林教室」を

開催し、森林管理署職員からケヤキ林を中心とした貴

重な生態系の説明や、ごみの不法投棄に対するモラル

の向上の話に真剣に耳をかたむけていました。




